
 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 CASE-１  

通信していなかったファックスが焼損 

CASE-２  

分電盤から発火して、天井や壁が焼損 

                          

CASE-１ では、後にファックスの電子回路基板から猫の尿成分が検出されました。 

メーカーによると、猫がファックスの上で排尿して電子回路に付着、微小な火花放電が繰り返し発

生して発火につながったとみています。なお、このメーカーでは、過去に猫を飼育していたユーザ

ーも含めて、同社の製品を無償点検し、状態によっては部品を交換するとしています。 
 

○ブラザー工業株式会社 ブラザー販売株式会社 ホームページ 

（対象機種などの詳細についてはこちらをご覧ください） 

http://solutions.brother.co.jp/support/information/info_fax/index.html 

 

 CASE-２ では、ネズミの糞と思われるものが多数見つかり、それに起因してトラッキングによ

り発火したものと推定されています。 

 

通電中のテーブルタップに

尿をかけます。 

 

テーブルタップからスパーク

が発生！ 

 

焼損したテーブルタップの内部

です。 

受け刃の間が炭化しています。 

 

 

知らないうちに、電化製品などに異物が入ることで、トラッキングが発生して火災になる

ことがあります。  
特にペットを飼われている方は、糞尿が原因で発生することもありますので、注意してく

ださい。 

「火事を知る！」 

「身を守る！」 

ペットの糞尿にご注意ください！ 

防水対策がとられていない通電中の電気器具に、水などの液体や異物が入ると、たいへん危

険です。  知らないうちに液体などが入り、発火することもあるのをご存知ですか？ 

 

 

 

 

通電中の電気器具に尿をかけるとこうなります。 

焼損した分電盤 

http://solutions.brother.co.jp/support/information/info_fax/index.html

